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1. 経営概況
年度 注実績 2011年度 受注実績

〈海外〉
 オ トラリ イクシ プ ジ クト 業務 オーストラリア イクシスLNGプロジェクトEPC業務

 マレーシア 多結晶シリコンプラントEPC業務（第２期）

 マレーシア LNGプラントFEED*1業務 マレ シア LNGプラントFEED 業務

 イラク 製油所向け加熱炉納入業務

 サウジアラビア／タイ 工業団地向け水・省エネ調査業務

 ベネズエラ 製油所向け重質油処理設備EPsCm*2業務

〈国内〉〈国内〉
 日本地下石油備蓄㈱/久慈国家石油備蓄基地

東北地方太平洋沖地震による地上施設災害復旧工事

鉱 ネ ギ ㈱ 仙台製油所震災緊急対応 事

*1 FEED (Front End Engineering and Design)： 基本設計業務

 JX日鉱日石エネルギー㈱/仙台製油所震災緊急対応工事

 ㈱UNIGEN/ワクチン原薬製造工場建設工事

 国内LNG受入基地 *1 FEED (Front End Engineering and Design)： 基本設計業務
*2  EPsCm (Engineering, Procurement support and Construction management)： 設計、調達支援、建設管理

 国内LNG受入基地
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年度 遂行案件 2011年度 遂行案件
〈海外〉
 パプアニューギニア LNGプラント
 オーストラリア LNGプロジェクトFEED業務（２件）
 マレ シア 多結晶シリコンプラント（第１期） マレーシア 多結晶シリコンプラント（第１期）
 フィリピン ニッケル精錬プラント
 シンガポール 製油所EPCm*1業務（千代田シンガポール社*2） シンガポ ル 製油所EPCm 業務（千代田シンガポ ル社 ）
 サウジアラビア 重質油分解装置
 カタール LNG原料ガス前処理装置

〈国内〉
 LNG受入基地建設工事
 製油所設備改造・更新・省エネ・メンテナンス対応工事
 医薬品製造施設建設工事
*1 EPCm (Engineering Procurement and Construction management)： 設計 調達 建設管理
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*1 EPCm (Engineering, Procurement and Construction management)： 設計、調達、建設管理
*2  千代田シンガポール社： 1971年に設立した当社100％出資の連結子会社



 主な海外遂行案件(2012年3月末)
★ EPC / EPCm Execution
★ FEED / Feasibility Study 

 主な海外遂行案件(2012年3月末)

Al Jubail Export Refinery

★

Yamal LNG
Russia / LNG

Saudi Arabia / Refinery

Industrial Wastewater Treatment

Saudi Arabia / Water

Nickel Refining Plant
★

Arzew LNG
Algeria / LNG

Plateau Maintenance Project

Qatar / LNG

Long Term Service Agreement 
( R G / Q )

★ ★★

★

Philippines / Material

★

★

★

Tokuyama Phase-1/2
Malaysia / Renewable Energy Material
Bintulu Tr.9
Malaysia / LNG

Puerto La Cruz
Venezuela / 
Oil Refinery

★

★

( RasGas / Qatargas )

Qatar / LNG

Stolthaven

PNG LNG
Papua New Guinea / LNG

Ichthys LNG
A t li / LNG

★

★

Arrow LNG★

★

★

★

★
★

★

Map Ta Phut Industrial 
Complex
Thailand / Energy Saving

Stolthaven
Singapore/ 
Tank terminal
Shell Bukom
Singapore/ 
Refinery

Australia / LNG

Browse LNG
Australia / LNG

Arrow LNG
Australia / LNG

4
All Rights Reserved. CHIYODA 2012



 2012年度 受注方針

（既存分野）（既存分野）

2013年度の大型LNGを見据えて複数年度で受注を最適化

パートナリングを生かして競争優位性を創出パ トナリングを生かして競争優位性を創出

国内外グループ企業による取組みの強化

（新規分野）

インフラ，新エネルギー，ハイドロカーボン新分野ラ，新 ギ ， 新分野

事業投資を含めたプロジェクト推進

パートナーと協業 トナ と協業
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 2012年度及びそれ以降の期待案件（既存分野）

 ベトナム製油所 ベトナム製油所

 イラク 石油・ガス案件

 海外ＬＮＧプロジェクト
(豪州，東南アジア，アフリカ，ロシア、北米)

 国内顧客の海外進出案件

 国内LNG受入基地・化学・医薬品案件 国内LNG受入基地 化学 医薬品案件

 海外拠点案件
（千代田シンガポール社 千代田アルマナ社*）（千代田シンガポール社、千代田アルマナ社*）

＊千代田アルマナ社： 2008年に設立した当社49％出資の連結子会社
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 2012年度及びそれ以降の期待案件（新規分野）

 インフラ分野 インフラ分野
交通分野：鉄道案件、空港案件
社会開発／スマートコミュニティ：計画段階からの参画と展開

国内グル プ企業を再編し体制整備国内グループ企業を再編し体制整備
水事業：産業排水処理・再生を中心とした取組み 投資・O&M
CTCI社（台湾）と協同の取組み：鉄道、水事業など社（ 湾） 協 組 鉄道、 事業

 新エネルギー分野
太陽光 太陽熱 ： EPC受注 事業投資も太陽光、太陽熱 ： EPC受注 事業投資も
水素事業 ： 事業化に向けた諸準備

 イド カ ボン新分野 ハイドロカーボン新分野
非在来型石油・ガス，Upstream，FLNG，Mini-LNG
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2. 事業環境の見通し
 LNG需給予想

 需要は震災前予想に比べ増加 将来にわたって拡大基調。

LNG需給予想
400

百万トン/年

300

350

250

150

200

稼働中設備供給量 建設中設備供給量 想定される需要

100

150

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 20202011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
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出所：各種データより当社作成
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 シェールガスの動向

 北米のシェールガス輸出が実現した場合の輸 実 場
他国のLNG案件への影響

⇒ 米国からの輸出数量は当面限定的、今後を注視

 米国・カナダにおけるLNG設備建設見通し
⇒ 米 国： ４案件 FEED完了又は実施段階⇒ 米 国： ４案件 FEED完了又は実施段階

⇒ カナダ： ３案件 FEED実施又は計画中

 その他の地域（中国、豪州、南米）
⇒ その他の地域での事業化には時間を要す。そ 他 域 事業化 時間を要す。
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 海外インフラ市場の伸長

 鉄道 2020年の市場規模

高速鉄道： 2兆円高速鉄道 兆円

都市鉄道：20兆円

 水事業 2025年の市場規模

上下水道：74兆円上下水道：74兆円

再生水・海水淡水化・工業用排水：12兆円
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 低炭素社会関連産業の成長
 再生可能エネルギー全量買取り制度開始で

国内企業の関連投資が増加

（太陽光発電、太陽電池、多結晶シリコン）

 国内市場の構造変化 国内市場の構造変化
 高付加価値化

（化学・医薬・新エネルギー・スマートコミュニティ）（化学・医薬・新エネルギー・スマートコミュニティ）

 国内企業の海外進出

 設備老朽化・Ｏ＆Ｍニ ズ 設備老朽化・Ｏ＆Ｍニーズ
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定量 標 達成

3. 2012年度の重点施策
 定量目標の達成

 当期純利益 (150億円）： 手持案件の確実な遂行、採算改善、新規受注

当期受注 (3 500億円） 2013年度とそれ以降を見据えた受注活動 当期受注 (3,500億円）： 2013年度とそれ以降を見据えた受注活動

 競争力強化競争力強化
 遂行力強化 ＋ コスト削減 ⇒ 筋肉質な体質

 グローバルオペレーションの推進（海外拠点・体制整備）

 収益力の向上
 ガスLNG事業分野の受注戦略 ガスLNG事業分野の受注戦略

 業務提携先との協業による受注の獲得

 国内外顧客との更なる関係強化 国内外顧客との更なる関係強化

 遂行力強化策実施による工事採算の向上
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持続的成 持続的成長
 事業投資の推進

 新規分野の取組推進

 国内グループ企業の体制見直し、ＰＬＥ*の取組み

 国内顧客の海外進出案件対応(海外拠点・体制整備）

 経営基盤整備
 連結経営の推進連結経営の推進

 グローバル人材の育成、リソースマネジメントの強化

 ビジネスプロセス改革、データーマネジメント高度化ジネ プ セ 改革、デ タ ネジ ント高度化

* PLE： Project Lifecycle Engineering （プロジェクト・ライフサイクル・エンジニアリング）
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参考資料
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計画中（最終投資決定前）の主要LNG案件

Shtokman
Yamal

Sakhalin Tr.3Damietta Tr.2

Snohvit

Vladivostok

Arzew Tr.2

Idku Tr.3
Kitimat

Sabine Pass
Freeport
Cameron

７＋
Brass
OK

ADGAS Tr.4
Cameron

Bintulu Tr.9

Tangguh Tr.3

Liquid Niugini Gas

Pluto2
Browse

Angola Tr.2

Cameroon

Arrow Energy

FLNG
Mozambique

gg

Scarborough

Maselaその他多数
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出所：各種データより当社作成
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グローバル要員体制
単位：人

1 650
6,500 6,550

7,000
7,350

1,400 1,400
1,550

1,650

2,100 2,250 2,650 2,900

3 000 2 900 2 800 2 8003,000 2,900 2,800 2,800

09/3 10/3 11/3 12/3

千代田本社 グループ会社（海外・国内） Global Engineering Satellite*1
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*1: フィリピン、インドの現地設計子会社
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【お問い合わせ先】【お問い合わせ先】

千代田化工建設株式会社千代田化工建設株式会社

IR・広報セクションSL 中山 直行

〒230-8601 横浜市鶴見区鶴見中央二丁目１２番１号
TEL. 045-506-7538      FAX. 045-506-7085

URL https://ssl.chiyoda-corp.com/contact/index.php

オフィス移転に伴い、6月4日(月)以降は連絡先が以下に変更となります：

〒220-8765 横浜市西区みなとみらい四丁目６番２号
みなとみらいグランドセントラルタワみなとみらいグランドセントラルタワー

TEL. 045-225-7734     FAX. 045-225-4962

この資料には、2012年5月11日現在の将来に関する見通しおよび計画に基づく予測が含まれて
います。経済情勢の変動等に伴うリスクや不確定要因により、予測が実際の業績と異なる可能
性があります。
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